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１ アンケート実施時期
平成21年11月(さいたま市は平成22年1月）

２ 対象
市町村立小・中学校および県立中学校

３ 方法
県教育事務所、市町村教育委員会を通じて、各小・中学校に電子メールでアンケートを

送付し、記入後に電子メールで回収した。

４ 回答数および回答率
小学校 818校 （回答率 100％）
中学校 424校 （回答率 100％）

Ⅱ みどりの学校ファームアンケート結果について

みどりの学校ファーム取組状況
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クッ」といい音がしました。かった稲を結ぶ時に一人でやると、ぐらぐらしてしまっ

たけれど、二人で協力してやると、簡単に結べました。結ぶヒモをビニールのひもで

結ぶのではなく、一本のわらで結んだのでびっくりしました。私は、稲刈かりをやり

ながら、「稲は無駄な所がなく、実もたくさん実らせてくれるから、貴重な作物だな

あ。」「自然ってすごいな。」と実感しました。 

  ６年  木 戸 悠一朗 さん 

 自分たちで植え、自分たちでかりとった稲わらを使って縄ないを初めてやります。

「分からなくてもやっていくうちに分かるだろう」と始めました。初めは、「簡単だ

ろう」と考えていましたが、やってみたら、結構難しいものです。なかなかこつがつ

かめず、できたと思えばほどけ、できたと思えばほどけという状況で、あせるばかり

です。周りのみんなはどんどん縄になっていきます。僕のは、どんどんほどけていき

ます。僕は、あきらめかけました。その時、隣の友達の動きを見てまねしてみました。

すると、「できた！」。こつがやっとつかめました。縄はどんどんのびていきます。

あっという間に自分のうでを広げたくらいの縄ができ上がり、うれしくてたまりませ

んでした。 

 僕は、縄ない体験を通して、新しい発見がありました。

それは、昔の人は今では使わないでゴミにしてしまうわ

らを、うまく工夫し、新しい物に変えて使う。前に社会

で習った江戸時代の、少しの資源も大切にしたのと同じ

だと思いました。 

 この田植え、稲かり、そして縄ない。これらの体験で

得たものはたくさんあります。田植えと稲刈りでは、米

作りの大変さやお米の大切さを実感し、縄ないでは、少しの資源も大切にするという

ことです。 

 僕は米作り体験で、自然とのつながりを感じられるようになった気がします。 

 

「農業体験で学んだこと」 

 越谷市立北陽中学校 

  ３年  秋 山   歩 さん   

 正門をくぐると一番に目に飛び込んでくる「稲作体験のできる学校」という大きな

看板。私は、北陽中学校に入学して本当にたくさんの作物を育てました。 

 北陽中学校では、１年生と３年生はもち米を、２年生はさつまいもを地域の農家の

方に指導してもらい育てます。１年生の時の稲作体験は、初めての田植えにとても緊

張しました。泥の中に足を入れた時、泥や水が靴下にしみこんでとても冷たかったの

を覚えています。歩く時は泥が足について重かったし、足が泥の中に沈んでとても大

変でした。 
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 ３年生は、１年生の時のように稲作体験をします。２年ぶりに田んぼに入った時、

すごく懐かしく感じました。田植えの途中、農家の方に「やっぱり３年生は手際がい

いね」とほめられました。その一言でみんなやる気になり、どんどん植えていきまし

た。今年は、収穫が済んだらおはぎを作る予定なので、今からとて楽しみです。収穫

時期はまだまだ先ですが、今年も２年前のようにおいしいお米ができるといいです。 

 私は３年間の農業体験を通して食べ物の大切さを知ることが出来ました。また農家

の方の苦労を肌で感じ、農業はこんなにも大変な仕事なのだと感じました。そして、

食のありがたみについて改めて考えさせられました。農家の方が暑い中作業をして、

私たちに安全でおいしい食べ物を作ってくれているのだと思うと、食べ物はもちろん、

たくさんの農家の方に感謝をしなければいけないと思いました。そして、食べ物を粗

末にしてはいけないと再度感じました。食べ物は食べる時はあっという間なのに、収

穫できるまでは農家の方の長い時間と大変な手間暇がかかります。もし、食べ物を粗

末にしている人がいるならば、一度自分で何かを育ててみてほしいです。自分で何か

を育てて、それを食べたとき、初めて食べ物の大切さがわかるような気がします。 

 私の将来の夢はパティシエです。農家の方と同じで、食べ物を提供して食べ物の良

さを伝える職業です。最近は、野菜を使ったケーキなどが作られるようになり、この

野菜までケーキになるのかと驚くようなものが多いです。 

 スーパーやパン屋さんなどでも、生産者や産地の表示をよく見かけます。そこで、

自分の住んでいる地域や近くの市町村があると、食べる時に意識して少し嬉しくなり

ます。ですから、私の作ったものも「どこで誰が育てた食材なのか」を明確にし、お

客さんにそのことを意識しながら食べてもらいたいです。そうすることで、お客さん

がお店にも食べ物にも、また、越谷・埼玉県にも愛着をもってくれるのではないかと

思います。 

 でもその前に、食の大切さを知らない私がそのような職業に就いても説得力がない

ので、私自身が食についてしっかりと学び、知識を蓄え伝達できる立場に近づけるよ

う努力していきたいです。農業体験活動を通して、私たちは大きく成長することがで

きました。 

 

３  基調講演「食卓の向こう側～心を育む農と食～」 

    講師 佐藤 弘 氏（西日本新聞社 編集委員） 

 

本当の食育とは 

 食育（食農教育）とは何かと問われれば、私は「まっ

とうな価値観を取り戻すこと」、「まっとうな社会観、世

界観を養うこと」と答えます。 
 ところが今行われている食育は、栄養教育になってい
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るんです。食べる前には、作る・獲る→買い物をする→料理するという行為があります。

食べた後には噛む→排泄する→処理する→土に還すという行為があります。そしてまた土

で食べものを作る。食はこうした循環の中で考える必要があるのです。そして、これをつ

なぐ感情、感謝の気持ちが必要です。ひもじさがそれを教えてくれます。物が不足してい

るアフリカに食育はありません。 
 単なる栄養教育が食育ではありません。そしてこの食の循環をつなぐのが教育なのです。 
 
すべてのことが命に繋がる 

 結局は、すべてのことが命じゃないかと私は思うのです。それをどうアプローチするか

が大切です。例えば、女性は出産や妊娠で、目覚める機会があります。しかし、実は、妊

娠８週間後には人間の臓器がすでにできあがっているのです。だから、「妊娠したらたばこ

をやめよう」では遅いのです。妊娠する前からそれを知っていなければ駄目なのです。 
 私はすべてのことは命につながると思います。それを理解するには、なぜ「食卓の向こ

う側」なのかということを知っておかなければならないと思うのです。 
 
見るべきは向こう側 

 農薬による被害者は誰でしょうか。一番の被害者は生産者です。消費者は、洗ったもの

を食べますが、農家の方は直接農薬を浴びるのです。それは、皮膚から入る、口から入る、

鼻から入る……消費者が摂取する量の約１万倍と言われています。 
 では、どうして農家は農薬を使わなくてはならないのでしょうか。それは、そうしない

と農家が生計を立てられないからです。見た目がきれいな野菜でないと消費者が買ってく

れないからです。ということは、現代における農業問題は実は消費者の問題なのです。見

栄えが良くて、いつでも手に入る農産物を望む消費者が、農家に農薬を使わせているので

す。だから、見るべきはやはり向こう側だと思います。 
 
見えないモノをすくい上げて評価して、表現する ｂｙ宇根豊 

 私たちが福岡でやっている連載は、食の安全・安心ではなく、「食卓の向こう側」という

ものなのです。それを紹介させてください。 
（連載第１部） 
 何の変哲も食卓にはいろんな問題が含まれているのです。食糧自給率だったり、家族の

健康だったり、暮らし方だったり、教育だったり……日本は経済大国ですが、本当に幸せ

でしょうか。 
（連載第２部） 
 輪切りにすると金太郎あめのようにどこでも黄身と白身が均等な長いゆで卵…ピザや、

外食・中食の野菜サラダの付け合わせなどに使います。「見栄えのいい」ゆで卵の中央部分

だけが欲しい業者のために開発されました。便利だけど、どこか奇妙な「フェイク（もど
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き）食品」。 
（連載第３部） 
 連載第３部は給食です。７５度で１分間煮沸したトマトを食べたいですか？ある農家が、

いいトマトができたから子どもたちに食べさせようと教室に持って行きました。しかし、

そのままでは、トマトを食べさせられないのです。必ず、７５度で１分間煮沸しないとト

マトを食べてもらうことができないのです。 
 千切りキャベツを流水で３回洗えば、どうなりますか？ O-157 の食中毒事件以来、生

野菜はそのままでは子どもたちに食べさせることはできないのです。千切りキャベツは、

流水で流すか、次亜塩素酸ソーダに１分浸けないといけないのです。キャベツはビタミン

Ｃの塊じゃないですか。「栄養価はどうなっているんですか？」とある調理員に聞いたら、

「私たち、栄養のことは忘れました……」。 
 皆さんわかっています。このままではかいけないと。しかし、実際 O-157 で亡くなる人

たちがいる、そういう基準がある……実は給食はジレンマの中にあるのです。だれのため

の給食か。考えたことありますか？ しかし、私は給食には未来があると思っています。 
（連載第４部） 
 食に関心があるというあなた、日本の自給率は何％ですか？ 食に関心がある人は多い

ですが自給率を知らない人が多いです。 
 田舎の物だからホンモノだ、なんて思っていませんか？ あるところで売られていた頑

固ばあちゃんのイラストが描かれた漬け物……「どうして？」と思うほど安いのです。原

料原産地名を見ると……中国です。 
 日本の農業はどこにあるか？ 「農」は港にあるのです。日本の食料自給率は４０％。

ということは６割が輸入ということです。農業は実は港にあるのです。 
（連載第５部） 
 食べ物と心の関係を知っていますか？ その食事でキレる子になるかも知れません。食

べ物は栄養だけではないのです。 
 確かにビタミンＢ１とか、カルシウムが不足するとイライラするという栄養の問題もあり

ます。しかし、食べ物は栄養だけではないのです。誰が作ったかが大切です。母親が作っ

てくれたおにぎりと、コンビニで買ったおにぎり……栄養価は同じだけど、本当に同じで

すか？ 片方は賞味期限がきたら捨てられるけれど、片方は捨てられませんね？ この違

いは何でしょうか？ つまり脳と心と食べ物は繋がっているということです。 
（連載第６部） 
 テーマは出産。人が「命」に目覚めるとき……それは出産です。出産で人は目覚める。

その体を作るのは何か……こういう感じで連載を続けています。 
 
 何でそんなに安い価格で物ができるのか。どうして残留農薬は発生するのか。現象その

ものはわかりますし、マスコミが洪水のように伝えます。しかし、その裏に何があります
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か？ 
 見えないモノをすくい上げて評価して表現する……例えば、農業の価値は食べ物をつく

ることだけでしょうか？ 農産物価格は海外と比べて高いです。それなら全部輸入すれば

いいという議論になります。しかし、農業にはそれだけではない価値があります。絶対に

なくてはならない価値が。だから、そうした見えないモノをすくい上げて評価して表現す

る…「向こう側を見る目を持たないといけない」と私は思うのです。 
 
「田植えを」教えるか、「田植えで」教えるか 

 なぜ学校ファームか。それは……世の中、どうしてもかなわないものがあることを知る

ためです。苦労した方が、喜びが大きいことを教えるためです。努力すれば報われること

を教えるためです。 
 作物は言うことをききません。苦労した結果の喜びこそ宝です。買い与えたものと、自

分の手で勝ち取ったもの……どちらが貴重か。疑似体験が沢山ある世の中で、本当の喜び

は何でしょうか。 
 学校ではよく田植え学習をやっています。「田植えを」教えるか、「田植えで」教えるか。

この２つの違いわかりますか？ 
 子どもたちが、みんなお百姓になるわけじゃないです。田植えを通じて何を学ぶかが重

要です。例えば、花芽の分化とか分げつは理科の勉強だし、ヘクタールとかアールは、数

学・算数の勉強だし、自給率・流通を考えたら社会の勉強です。そして、日本の文化は稲

作に基づいていますから、稲作文化そのものが国語の勉強じゃないですか。そして何より

教えるべきは、人々の勤労観ではないでしょうか。昔の人は環境意識などほとんど無かっ

たと思います。だけど、孫子のためには自分さえ作物を取れればいいという考えじゃない

のです。だから、５０年後、１００年後のために木を植えたし、美田を開発できたんです。

だから、教えるべきは田植えではなくて、田植えを通じて、人生の生き方を教えることな

のです。 
 
４ パネルディスカッション 

  「心の豊かさは多くの気づきから～田畑で見て！ 触って！ 驚いて！～」 

  コーディネーター 佐藤 弘 氏 

  パネラー  廣田 美子 氏（埼玉県生活協同組合連合会 常任委員） 

        小林 町子 氏（ＪＡ埼玉県女性組織協議会 フレッシュミズ部会副部長） 

        奈良 圭造 氏（美里町立東児玉小学校  教諭） 

        前田 敏之 氏（埼玉県農林部農地活用推進課長） 

美里町立東児玉小学校の取組み 

奈良 本校は、米作りや野菜作りの体験を通して食べ物や命の大切さを理解させることを

ねらいとして学校ファームに取り組んでいます。 
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 畑では、2 年生が生活科でさつまいもを、6 年生が理科でじゃがいもを栽培しています。

2 年生のさつまいもは給食の時に、大学芋として出され、残りは子どもたちが家に持ち帰っ

ています。6 年生のじゃがいもは、理科の実験に

使うほか、給食のカレーの材料となり、残りは子

どもたちが家に持ち帰っています。 
 田んぼでは、5 年生が総合的な学習の時間で、

稲を栽培しています。定規を使って、稲の草丈を

計測したり、環境教育の一環として、水田と市街

地の気温差を調べています。また、生物の学習と

して、カエル、タニシ、カブトエビなどを観察ノートに記録しています。収穫した餅米は、

収穫祭で餅つきをして食べ、残りは、地域の方や職員に販売して、その収益で肥料や米作

りに必要な費用を賄いました。 
 学校ファームで地域の方々に親切に教えていただき、周りの人に親切に出来る子どもが

増えたと思います。また、学校、保護者、地域の人たちの共通の話題ができ、相互に理解

が深まりました。 
 学校と家庭と地域が一体となって、学校ファームを進めることによって、地域一体が元

気になったと考えております。 
 

農業の楽しさ教える 

小林 私自身は、サラリーマン家庭に生まれま

したが、専業農家に嫁ぎました。私のうちは、

嫁ぐ前から 25 年間くらい、地元の小学校のさ

つまいもと稲作の農業体験を受け入れており

ます。世間から農業は大変だと言われますけれ

ども、機械に頼れば楽ですし、農業というもの

は、とても楽しいものだということも子どもた

ちに教えております。 
 

農業体験は親子で！ 

廣田 生協もＪＡにご協力いただき、田植えと稲刈りをさせていただいております。親子

教室という形で、田植えなども行っており、参加した親は子ども以上に張り切っています。

学校ファームで、お子さんが親と一緒に参加するとすごく良いと思います。 
 

どうやって学校ファームを進めるか 

前田 学校ファームの取組は県農林部だけで行っていくのは不可能で、教育関係者の方と

連携をしていくということがまず必要であるだろうと考えています。この取り組みを円滑
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に進めていくためには、学校任せにしないということが非常に大事だと考えます。奈良先

生は地域、家庭、学校と三位一体のお話をされましたけれども、そこに行政を仲間に入れ

ていただき、地域全体が学校を応援していくような、そういうコーディネートを行政がや

っていくという合意が関係者の間にできたと思っております。 

 

田植え体験はなぜ「手で植える」のか 

佐藤 奈良先生、今の子どもを見て気になることはありますか？ 

奈良 私の学校は県北部の美里町で、周りに農地がありますが、子どもたちは、実際に畑

や田んぼに入るという経験が少ないのではないかと思っています。 

佐藤 農村に住んでいるから、農業体験をするというわけではないですよね。 

 廣田さん、どうして手植えをするんだと思いますか？ 今は機械植えでしょ？ 機械化

して近代化されたやり方を教えるべきではないですか？ なぜ手植えなんですか？ 
廣田 やはり、手植えして苦労が大きいほど、

実ったとき凄く嬉しいじゃないですか。機械化

されて便利な部分を教えるのも大事だと思い

ますが、苦労して取った食べ物に対する愛おし

さというものを教えていくのも大事だと思い

ます。 

佐藤 奈良先生、子どもが書く作文にもそうい

う体験の大切さは表れていますよね。 

奈良 そうですね。「おじいちゃんやおばあちゃんが田植えをしているのは簡単そうに見え

たけれど、実際に手で植えてみたら疲れて大変だった。でも、終わりの方になったら、コ

ツが分かってき上手く植えられるようになってきた」という作文がありました。自分で実

際にやって、大変さを味わうと、出来た野菜やお米を食べた時に、作られるまでの苦労が

分かると思います。そういう意味で手植えをしています。 

佐藤 手植えじゃないと分からないことがあるからですよね。だから、機械植えではなく

て、手植えにしなくてはならない。手植えによって子どもたちが多くのことに気づくわけ

です。奈良先生は、子どもたちにどんな子どもになってほしいと思いますか？ 

奈良 優しい子ども、物を大切にするという子どもになってほしいと思います。実際に野

菜などを作ったりすると、生き物や命を大切にする子どもになると考えています。体験し

てみることによって、農家の苦労が分かり、食べものを大切にする子どもになると思いま

す。 

佐藤 逆に言うと、体験しないと分からないということですよね。一方で、先生のそのよ

うな思いがあったとしても、小林さん、受け入れ側の農家は大変ですよね。 

小林 確かに、本業があるので、大変な面はあります。でも、子どもたちの将来を考えて

続けています。あるところでＪＡ女性部の方が味噌汁を作った時に、初めて味噌汁を飲ん
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奈良 今の子どもたちを見ていると、自分が野菜を作るとかそういう機会が少ないと思い

ますので、そういう体験の場を作ってあげたいと思います。本校は、米作りをやって 9 年

目になりますけれども、やりながらノウハウが出来ていくのだと思います。ですから、最

初は大変かもしれませんが、地域の協力を得ながら学校ファームを続けていければ良いと

思います。 
 
作る人の気持ちが分かった子どもが食べ物に文句を言うんでしょうか？ 

佐藤 ごはんを食べ残す子ども、不平不満ばっかり言う子ども、とにかく文句ばっかり言

う子ども……さて、どうするか？ そこで登場したのが｢弁当の日｣。これは、香川県の滝

宮小学校から始まりました。親が作るのではなくて、子どもが作る「弁当の日」なのです。

つまり親は手出しをしないということです。5年生の1学期に家庭科で料理を学びますから、

その後に弁当会をやるといった取り組みです。この小学校の子どもたちが作る卵焼きに海

苔が入っているんです。最初は、皆普通の卵焼きを作ってくるんだけれども、海苔を誰か

入れてくると、｢おぉ、すげぇ｣って、なるのです。つまり、弁当作りをする子ども達の中

では、出来ることが格好良いんです。まっとうな価値観じゃないですか。お米の作り方知

ってる。田植えの仕方知ってる。それが格好良いじゃないですか。 
  
 これは、「弁当の日」を推進している滝宮小学校の校長先生が卒業生に贈ったメッセージ

です。読んでみてください。 
  

 「あなたたちは、お弁当の日を 2 年間経験した最初の卒業生です。だから、「親は決

して手伝わないで下さい」で始めた「弁当の日」でしたが、どうでしたか？ 

 食事を作ることの大変さが分かり、家族を有り難く思った人は優しい人です。 

 手順良くできた人は、給料を貰える仕事についたときにも、仕事の段取りのいい人で

す。  

 食材が揃わなかったり、調理を失敗したりしたときに献立の変更ができた人は、工夫

できる人です。 

 友だちや家族の調理のようすを見て、技をひとつでも盗めた人は自ら学ぶ人です。 

 こまやかな味の違いに調味料や隠し味を見抜いた人は、自分の感性を磨ける人です。 

 旬の野菜や魚の色彩、香り、食感、味わいを楽しめた人は、心豊かな人です。 

 一粒の米、一個の白菜、一本の大根の中にも「命」を感じた人は、思いやりのある人

です。 

 スーパーの棚に並んだ食材の値段や賞味期限や原材料や産地を確認できた人は、賢い

人です。 

 食材が弁当箱に収まるまでの道のりに、たくさんの働く人を思い描けた人は、想像力

のある人です。 
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 自分の弁当を「おいしい」と感じ、うれしいと思った人は、幸せな人生が送れる人で

す。  

 シャケの切り身に、生きていた姿を想像して、「ごめん」が言えた人は、情け深い人

です。 

 登下校の道すがら稲や野菜が育っていくのを嬉しく感じた人は慈しむ心がある人で

す。 

 ｢あるもので作る｣｢できたものを食べる｣ことができた人は、逞しい人です。 

 ｢弁当の日｣で仲間がふえた人、友達を見直した人は、人と共に生きていける人です。 

 調理をしながら、トレイやパックのゴミの多さに驚いた人は、社会を良くしていける

人です。 

 中国野菜の値段の安さを不思議に思った人は、世界を良くしていける人です。 

 自分が作った料理を喜んで食べる家族を見るのが好きな人は、人に好かれる人です。 

 家族が手伝ってくれそうになるのを断れた人は、独り立ちしていく力のある人です。 

 ｢いただきます｣｢ごちそうさま｣が言えた人は、感謝の気持ちを忘れない人です。 

 家族が揃って食事をすることを楽しいと感じた人は、家族の愛に包まれた人です。 

 滝宮小学校の先生達は、こんな人達に成長して欲しくて 2年間取り組んできました。 

 おめでとう。これであなたたちは弁当の日を立派に卒業出来ました。」 

  
 作る人の気持ちが分かった子どもが、食べ物に文句を言うでしょうか？ 向こう側が見

えた子どもが、物を簡単に捨てるでしょうか？ 体験のない食育は意味がないと思います。

体験して初めて分かるんじゃないですか？ 今、最も欠けているのは、体験じゃないでし

ょうか？ 児童数 300 人の滝宮小学校の給食の残りは、鍋の底にこびりついている分だけ

です。多分、先生方の声掛けもちゃんとしていると思います。しかし、子どもたちが食べ

物は自分の体を作るということ、食べ物の向こう側に栄養士さん、調理員さん、畑で働く

人、漁師、そういうものが見えるからこのようになるのではないかなと思います。今、全

国 500 校で弁当の日に取り組んでいますが、例外なく残食が減ります。このような感じで

体験し、「いかに自分の問題にするか」ということがポイントではないでしょうか。 
 「医は食に、食は農に、農は自然に学べ」。食べ物そのもの、食習慣を正さなければ、病

気は治らない。良い食は農業から生まれる。農業は自然・環境から生まれる。医療問題・

食の問題・環境問題は繋がっています。これらは一緒に考えなければならないですし、こ

れらを繋ぐのは教育なのです。 
（敬称略） 
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２ ＪＡ女性組織の取組 

 
 

 

（事例１） 生産者と学校ファーム設置校との連携による体験農業学習 

事業主体  鴻巣市の生産者／小林洋一・町子さん夫妻、鴻巣市立小谷小学校 
対象者   1～４年生（サツマイモ）、５～６年生（稲作） 
取組内容  サツマイモ栽培体験（5ａ）／６月植付、８月つる返し、10 月収穫 

アイガモ農法による稲作体験（10ａ）／６月田植、８月草取・観察、 
10 月稲刈り、11 月収穫祭 

成 果   学校への田畑の提供は 20 年以上続いている。 
      子どもたちが、よく挨拶をしてくれるようになった。アイガモ農法では、稲

作とともにカモの処分までを知ることで命の尊さを考えるようになった。農

業機械の仕組みを知ることで、農業への関心が深まった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（事例２） ＪＡくまがや女性部による出前授業「ちゃぐりんフェスタ」 

事業主体  ＪＡくまがや、ＪＡくまがや女性部 
対象者   熊谷市立妻沼小学校をはじめ同市内３校の児童を対象に実施 
取組内容  児童が育てた米「キヌヒカリ」での「アンパンマン風太巻き寿司づくり」、 
      地元産小麦「農林 61 号」で全校児童 500 人分の「すいとんづくり」、 
      サツマイモの植付から収穫、調理までのフルコースにチャレンジ、お米や地

元野菜のクイズなどの活動を展開。 
成 果   感謝の気持ちが込められた児童からの感想文に部員も感激した。 
      作ることの大変さ、旬の農産物のおいしさなどが伝えられた。児童の嬉しそ

うな笑顔と会えることが活動の励みとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 

 

ＪＡの女性組織 

各地域の農家の女性たちが組織するグループで、食農に関する様々な活動を行っています。地域

によって「ＪＡ○○女性部」などの名称となっています。 

 
▲サツマイモ苗の植え方を指導するＪＡ職員

と女性部員（熊谷市立妻沼小学校） 

 
▲収穫したサツマイモ入りのカレーに舌

鼓を打つ女性部員（熊谷市立妻沼小学校） 

 
▲小林さんの手ほどきで稲を束ねる 

 
▲コンバインの仕組みを学ぶ子どもたち 
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（事例３） ＪＡ埼玉中央女性部による食農教育出前講座 

事業主体  ＪＡ埼玉中央女性部 
対象者   ＪＡ埼玉中央管内の小学校、幼稚園、子ども会等の親子 
取組内容  21 年度は小学校 10 校、幼稚園 2 園、子ども会等 4 ヶ所で延べ 145 人の女性

部員が出前授業を実施。献立はアンパンマン花寿司、豆腐、おから汁、米粉

ピザ、米粉おやつなど多数。カリキュラムは学校ファームや地域内の農産物

を使った親子料理教室や野菜ウルトラ○×クイズなど。 
成 果   年々実施を希望する学校が増えている。地域の女性部員と親子、先生方との

信頼関係も深まり、女性部活動が活発になっている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

（事例４） ＪＡ埼玉県女性協フレッシュミズ部会による親子体験農園 

事業主体  ＪＡ埼玉県女性組織協議会フレッシュミズ部会 
対象者   会員及び一般消費者の親子 124 名 
取組内容  （株）むさしの村わくわくファームを会場に会員の交流、農業への理解を目

的に親子で農産物（トウモロコシ）の定植から収穫、加工品づくり（ブルー

ベリージャム）までを体験、食農教育講座（食農エプロンシアター）などを

開催。 
成 果   農作物を栽培することの大変さを実感するとともに、地産地消やＪＡの取り

組みについて理解が深まった。 
 

 
▲親子花寿司づくり体験(鳩山町立亀井

小学校) 

 
▲児童手作りのアンパンマン寿司（滑川

町立福田小学校） 

▲エプロンシアターで食農教育 

 
▲会員で育てたトウモロコシ狩り 
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広域サポーターとは 

 学校ファームの取組の趣旨に賛同し、県内全域を対象として広域的に学校ファームの取組を支

援する団体等で、広域サポーターとして知事が委嘱した皆様です。 
  

埼玉県地域指導農家協会 

＜組織紹介＞ 

 新しく農業に就く若者を育成するため、各地域で指導的な役割を果たしている農家で構成

されています。 

 約200人の地域指導農家が、新規就農者の研修受入を通じて営農の指導や経営のアドバイ

スなどを行っています。 

 

＜学校ファームへの可能な支援内容＞ 

 ・栽培技術に関するアドバイス 

 ・学校ファームの取組について、関係者への周知 

 

＜連絡先＞ 

 ・農林部農業支援課      〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3丁目15-1 

                ℡ 048-830-4833 

 

 

埼玉県消費者団体連絡会 

＜組織紹介＞ 

 7 団体（埼玉県地域婦人連合会、コーペル、新日本婦人の会埼玉県本部、埼玉県生活協同

組合連合会、埼玉公団自治会協議会、埼玉母親大会連絡会、埼玉県生協ネットワーク協議会）

で構成される消費者の団体 

 埼玉県における消費者運動の発展を目的に地域に根ざした様々な活動を行っています。 

 

＜学校ファームへの可能な支援内容＞ 

 ・食の安全や食育に関する取組に対するアドバイス 

 ・会員に対して、近隣学校の取組への支援を働きかける 

 

＜連絡先＞ 

 ・埼玉県消費者団体連絡会事務局  〒330-0064 さいたま市浦和区岸町7-11-5 

                  ℡ 048-844-8971   

Ⅴ みどりの学校ファームを支援する広域サポーター 
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学校法人服部学園 服部栄養専門学校 

＜組織概要＞ 

 学校のカリキュラムに農業体験を位置付けています。 

 平成18年から、埼玉県と連携し、専門学校生が県の試験研究機関等での講座に参加するほ

か、実際に県内の農家で農作業体験を行っています。 

 平成20年10月には、県と相互連携協定を締結し、互いに協力して「食育」の一層推進 

や、埼玉農業・農産物の情報発信に努めています。 

＜学校ファームへの可能な支援内容＞ 

 ・学校ファームの取組についてＰＲ 

＜連絡先＞ 

 ・農林部農地活用推進課  ℡ 048-830-4097 
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出張講義可能な制度等の紹介 

  学校ファームに取り組むうえで参考となる情報を掲載しました。 

   費用をかけずに出張講義を受けられる制度もありますので、ぜひ活用してみてください。        

１ 環境教育アシスタント制度  

（１） 環境教育アシスタント制度とは 

         この制度は、学校などからの申請により「環境教育アシスタント」を派遣して、総合的な 

     学習の時間などに活用していただくためのものです。 

         地球の未来を担う子どもたちが環境学習に関心を持ち、環境を守るために行動・実践で 

       きるようになることを目的としています。  

        環境教育アシスタントの派遣にかかる費用は、県が負担します。  

（２） 派遣対象 

      県内の小学校・中学校・高等学校・こどもエコクラブ活動などの団体 

 
（３） 環境教育アシスタントを活用しての学校ファームでの環境学習例 

   ア  自然環境、生物多様性 

      田んぼや畑にいる虫や植物を調べ、生き物のつながりや、土や水の大切さ、自然と人との 

      関係などについて考える。 

   イ  ヒートアイランド現象 

      農地の温度と舗装道路の温度を調べ、温度が違うのはなぜかを考える。 

   ウ  地球温暖化 

        地球温暖化の原因や、地産地消が温暖化防止につながることについて考える。 

                           

（４） 事務手続の流れ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

           申込先：県環境部温暖化対策課  電話 ０４８－８３０－３０３３ 

環境教育 アシスタント 学校 ・ こども エコクラブ など 県温暖化対策課

①アシスタント 派遣希望 を県へ電話等 で連絡

②日程調整

④派遣決定通知

⑤派遣依頼通知

⑥ 授業・活動 

⑦報告書提出 (実施日 から10日以内

③内諾後 、派遣申請書 を郵送等 で提出
  （原則として2週間前 まで）

Ⅵ 参考資料 
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２ 食育ボランティア 

（１） 食育ボランティアとは 

     伝承料理を作る技術、作物を育てる技術、栄養の知識など、食に関する様々な専門技術   

     や知識を持つ方々に 「食育ボランティア」として登録していただき、学校や地域の要請によ 

       り食育活動に取り組んでいただくものです。 

 

 (２） 食育ボランティアの登録分野と活動 

      さいたま食育ボランティアが学校教育や地域活動の場で、栄養管理や農業経験などのお  

     話、郷土料理や農業体験の支援を行います。 

     登録分野は５分野に分かれており、各分野の活動内容は概ね次のとおりとなっています。 

     

登録分野 活動内容 

食文化・食生活分野 
埼玉の食文化の開設、食生活改善、スローフード、家庭料理

屋伝統料理等の講義・実習・指導など 

食品（流通・加工・製造）分野 
市場等の見学受け入れ、流通についての解説、加工の体験、

食品の品質・衛生管理、店舗や工場見学受け入れなど 

農業等生産分野 
稲や野菜等の栽培指導・体験実習・施設やほ場見学の受け入

れ、生産者の苦労話、地域（埼玉・日本）農業の解説など 

健康管理・栄養分野 
食品の栄養成分やその摂取方法、食と健康づくりについての

講習など 

その他食に関する分野 
食品の品質や安全性に関する法制度（ＪＡＳ法や食品衛生法

等による表示）等の解説など 

 

              問い合わせ 埼玉県農林部経済流通課  

                                                   電話 048-830-4106 

＜依頼するにあたって＞ 

・市町村や公立学校等に配布

されている「さいたま食育ボラ

ンティア名簿」に掲載されてい

るボランティアと連絡をとり、

「食育ボランティア活動依頼

書」により活動を依頼してくだ

さい。 

・食育ボランティアの派遣は無

料ですが、教材費、交通費等

については、活動に必要な経

費となりますので、御配慮願

います。 
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３ 彩の国 うらわコンポスト 

（１）埼玉に未来が見えるリサイクル（さいたま緑のリサイクル推進事業） 

 埼玉県では、廃棄物を限りなくゼロに近づけることを目指した、「ゼロ・エミッション型社会づくり」の

一施策として、今まで焼却処分をしていた道路、河川などから発生する剪定枝や刈草などの植物発

生材を「チップ化」や「堆肥化」によって有用な資源として再利用する、「さいたま緑のリサイクル推進

事業」に取り組んでいます。 

 これにより製造された堆肥は、「彩の国うらわコンポスト」として、営利を目的としない団体利用者な

どに無料で差し上げています。 

 この堆肥は、リサイクルのため安全かつ自然にやさしく、肥料としてはもちろん、土壌改良材として

も優れた効果を発揮します。 

（２） 配布方法  

  ＜対 象 者＞   営利目的としない（公共的な）利用者 

              例えば 

                公園の花壇、道路の植樹帯の管理に使いたい。 

                学校の花壇に使いたい。 

  ＜配 布 量＞   必要量（日時・方法等について調整します。） 

  ＜手   続＞    申込書（下記ホームページを参照）をＦＡＸして下さい。                      

               http://www.pref.saitama.lg.jp/A08/BA01/konnposuto-new.html 

  ＜配布場所＞    鴨川排水機場内堆肥化プラント  

 

お問い合わせ・申し込み先  

さいたま県土整備事務所 道路環境担当  ＴＥＬ  048-861-2495 ＦＡＸ 048-866-9713 
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